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基本目標② 

１ 学習環境と学習機会の充実 

２ 生涯学習推進体制の整備 

３ 青少年の活動機会などの充実 

４ 芸術・文化活動の振興 

５ 歴史・文化の保存と活用 

６ 人権・平和意識の高揚 
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 一人ひとりの価値観やライフスタイルの多様化、グローバル化の進展など、社会を取り

巻く環境の変化を受けて、学習に対する要求も高度かつ多岐にわたるものとなっています。

さらに、全国的にいわれている、地域コミュニティの衰退や人々のつながりの希薄化など

の地域課題に対応するための学習機会の充実が、これまで以上に必要とされています。 

 そのため、社会教育施設の整備をはじめとする学習環境の充実、市民の主体的かつ自主

的な生涯学習活動が行われるよう、さまざまなニーズに応じた学びの場や、その学習の成

果を生かす機会の提供が求められています。 

図書館施設においては、従来の貸し出し重視の施設から、長時間過ごすことのできる滞

在型施設としての需要が増加しているため、ユニバーサルデザインへの配慮、Ｗｉ－Ｆｉ

環境の整備が重要になってきています。蕨駅西口地区市街地再開発事業の公共公益施設の

一つとして、市が計画している新図書館の整備にあたっては、こうしたニーズを踏まえな

がら設計の検討を進めます。 

引き続き、多彩な生涯学習活動を通じて、あらゆる世代が、ともに学び豊かな人生を送

れるよう、NPO、地域団体、企業等との連携・協働を推進しながら、学びの場と必要な情

報の提供を行っていくことが重要となっています。 

 

  

 現状と課題 

 

施策(1) 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・ユニバーサルデザイン 
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◆市民一人ひとりが生涯を通じて自由に学び、学習した成果を社会参加活動などに生か

していくことができるような環境づくりを目指します。 

◆公民館など生涯学習の拠点となる施設について、誰もが利用しやすい施設環境の整備、

機能向上や施設運営の充実、サービスの向上を図ります。 

◆公民館などを拠点として、多様な課題、社会情勢などをテーマにした学習や学びを活

かす機会を提供します。 

◆西公民館等複合施設の建設を計画的に進めます。 

◆図書館などでＩＣＴ機器の整備を図り、サービスの充実を図ります。 

◆新図書館の設計を計画的に進めます。 

◆第３次蕨市子ども読書活動推進計画を通して、子供の読書活動の推進を図ります。 

◆外国人住民との相互理解を深めるための取り組みを進めます。 

 

 

 

  

 施策の方向性 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 学習環境の充実  
  

 ①公民館や図書館、歴史民俗資料館、文化ホールくるるなど、生涯学習の拠点とな 

 る施設を計画的に改修し、その機能の維持・向上に努めます。 

 ②西公民館がより一層市民に親しまれる施設になるよう、複合施設の建設を計画的 

に進めます。 

 ③生涯学習の拠点となる施設について、利用者のニーズや施設設備の状況・必要性 

などを踏まえつつ、施設運営の充実とサービスの向上を図り、だれもが利用しや 

すい環境づくりを進めます。また、学習用無線 LANの運用や新たなデジタル技 

術活用の検討など、DX推進による学習環境の充実に努めます。 

 

２ 多様な学習機会の提供  
  

 ①公民館などを拠点として、市民の学習ニーズやライフステージに応じた課題、そ 

の時々の社会情勢などをテーマとした学習や学びを活かす機会を提供します。 

 ②地域の団体や学校、保育園などと連携して、地区生涯学習フェスティバルなどの 

 事業を実施します。 

 ③市民の学習を支援するための生涯学習まちづくり出前講座の充実を図ります。 

 ④市民が企画・運営するＮＰＯ等との協働型の学習機会を提供します。 

 ⑤子供たちに学ぶ楽しさを教え、基礎学力の向上や学習習慣の定着を目的とする、 

 わらび学校土曜塾の充実を図ります。 

 ⑥公民館クラブ・サークルの活動を活性化するために、公開講座等への支援を行い 

ます。 

 

３ 生涯学習情報の発信  
  

 ①広報蕨や市ホームページ、生涯学習カレンダーや公民館報などを活用し、市民の 

ニーズや社会の課題を捉えた生涯学習情報を発信します。また、SNS等も活用 

し、若年層への情報発信を強化することで、生涯学習活動の活性化や地域づくり 

の担い手の確保につなげます。 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・わらび学校土曜塾 
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４ 図書館サービスの充実  
  

 ①ＩＣＴの活用促進により、資料の検索、予約などにおける利便性の向上や手続き 

の簡素化を進めるとともに、電子図書館サービスの充実を図ります。 

 ②新図書館の整備に向けて、関係各所との連携を図りながら、館内読書環境が充実 

した施設となるよう設計の検討を進めます。また、図書館の蕨駅前への移転に併 

せて、南町地区の利便性に配慮して分館設置の検討を進めます。 

 ③「第３次蕨市子ども読書活動推進計画」に基づき、幼少期からの読書習慣の定着 

を促します。また、子どもたちが絵本に触れ合えるセカンドブック事業やわたし 

のよんだ本～読書・よみきかせ手帳～の活用を進めます。 

 

５ 子育てしやすい環境づくり  
  

 ①子育て世代のニーズを踏まえ、公民館においてさまざまな事業を実施するととも 

に、事業への参加を促進します。 

 ②子育て広場など、保護者が気軽に集え、情報交換できる場の充実を図るとともに 

保護者同士が相互成長する機会の充実に努めます。 

 

６ 家庭教育の支援  
  

 ①家庭教育に関する学習機会を提供するとともに、学習への参加を促進します。 

 

７ 多文化共生・国際交流に向けた環境づくり  
  

 ①日本語ボランティアの活動や新たな担い手の育成を支援します。 

 ②外国人住民との相互理解を図るための事業に取り組みます。 

 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・セカンドブック事業 ・読書・よみきかせ手帳 
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 社会の成熟化や健康寿命の延伸などを背景として、人々の学ぶことへの意欲が高まって

います。また、情報化や少子高齢化の進行、価値観の多様化などに伴い、学習ニーズも変

化してきており、あらためて生涯学習社会の構築が求められているところです。 

 また、個人の心の豊かさの追求や、学習を通じた人づくりや人と人をつなぐ場づくりと

いった観点からも、生涯学習の果たす役割はますます重要になってきています。そのため、

今後も市民の主体的かつ自主的な生涯学習活動が行われるよう、生涯学習に関する施策や

体制の充実、生涯学習に関する団体の支援、地域の人材の活用などを進めていく必要があ

ります。 

 

 

 

 

◆市民の主体的かつ自主的な学習活動を支援するために、生涯学習推進体制の整備に努 

めるとともに、生涯学習に関する団体の支援や地域の人材の活用に努めます。 

◆生涯学習を推進するため、提供するサービスの充実と専門性の向上に努めます。 

◆学習を通じた人づくりや人と人とのつながりの場づくりを推進していくため、生涯学

習に関する団体の育成と活動の支援に努めます。 

 

 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(2) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 生涯学習推進体制の充実  
  

 ①「蕨市生涯学習推進計画」に基づいた取り組みを進めます。 

 ②社会教育委員会議や公民館運営審議会、地区生涯学習連絡会、図書館協議会、歴 

史民俗資料館協議会など生涯学習の推進に関する組織の充実を図ります。 

 ③公民館や図書館など、社会教育施設におけるサービスの充実と専門性の向上を図 

ります。 

 

２ 生涯学習に関する団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①社会教育関係団体など生涯学習に関する団体の育成とその活動の支援に努めます。 

 ②次代を担う指導者となる人材を確保・育成するとともに、わらび市民活動人材ネ 

ットつながるバンクの取り組みとも連携し、地域の人材の活用を図ります。 

 ③放課後子ども教室、わらび学校土曜塾などにおいて、地域の教育力と人材の活用 

を図ります。 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・蕨市生涯学習推進計画 ・わらび市民活動人材ネットつながるバンク ・放課後子ども教室 
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 少子化や核家族化、地域の人間関係の希薄化が進む中で、ひきこもりや不登校など、青

少年をめぐる問題が深刻複雑化しており、スマートフォン等の情報端末の誤った使用によ

って、青少年が犯罪に巻き込まれるなど、青少年を取り巻く環境は日々変化しております。

その一方、民法の一部改正で18歳が成年年齢となり、若者による社会参画の拡大も期待さ

れています。そうしたことから、未来を担う青少年が主体的に物事を捉え、自律した一人

前の大人として、社会のさまざまな場面で自己実現が図れるよう、これまで以上に自然体

験や社会体験など多様な体験活動の機会を充実するための取り組みが必要となっているほ

か、スマートフォンなどの情報端末の急速な普及に伴い、青少年のそれらとの付き合い方

や活用の在り方などを考えていく必要があります。 

 

 

 

 

◆各種イベントの企画運営に対する、若者の参画やボランティア活動への参加を促進し

ます。 

◆子供たちの安全・安心な居場所づくりについての取り組みを充実させ、さまざまな人

との交流を通じた生活体験や学び合いの場を提供します。 

◆青少年が、地域での体験活動を通して郷土への関心を高めるとともに、集団活動や地

域の人々との交流により心豊かな人間形成を進められるよう、青少年対象の事業の充

実を図ります。 

◆自然体験教室や環境学習などの体験・学習機会を提供します。  

◆関係団体などと連携し、有害環境から青少年を守る取り組みを進めます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(3) 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 青少年の活動機会の充実  
  

 ①中学生や高校生、大学生なども対象としたボランティア機会の充実を図るととも 

に、ボランティア活動への参加を促進します。 

 ②サマー・パーク・フェスティバル／青少年まつり、20歳のつどい（成年式）など 

の企画運営に対する若者の参画を促進します。 

 ③さまざまな機会を通じて、子どもたちの生きる力を育むために、生活体験や地域 

参画の場の充実を図ります。 

 ④子供たちの安全安心な居場所づくりや異学年交流、地域住民との触れ合いなどを 

提供する放課後子ども教室の充実に努めます。 

 ⑤子ども会等の青少年団体の活動を支援する事で、活動機会の充実に努めます。 

 ⑥青少年を対象とした自然・科学や文化・芸術、食育、環境学習など、さまざまな 

体験や機会を提供します。 

 

２ 自然体験活動の充実  
  

 ①自然体験教室や環境学習などさまざまな学習機会を提供するとともに、学習への 

参加を促進します。 

 ②蕨・戸田・川口三市青少年の船事業を実施します。 

 ③野外活動を実施する青少年団体への支援に取り組みます。 

 ④片品村・大田原市等における自然体験活動を実施します。 

 

３ 青少年を見守る活動の充実  
  

 ①地域と青少年育成団体、少年センターなどとの連携により、有害な情報や環境な 

どから青少年を守る活動を実施します。 

 ②成人年齢の改正に伴い、新たに成人となった 18歳、19歳の社会参加の促進に 

ついて支援します。 

 

  

【用語の説明】⇒ 75ページへ 
・三市青少年の船 

 



第２章【施策の展開】 

52 

 

 

 

 

 

 

  

 

文化芸術は、人々の創造性を育み、豊かな人間性を養うとともに、人と人とのつながり

を強め、心豊かで多様性と活力のある社会を形成するために大切なものです。市内では公

民館や市民会館、文化ホールくるるなどを拠点として、市民による活動が活発に行われて

おり、また芸術・文化に関する事業も数多く展開されています。 

 芸術・文化活動は、人づくりや人と人をつなぐ場づくりといった観点からも重要であり、

今後も、市民による自主的な活動の支援・活用を図っていく必要があります。 

 

 

 

 

◆芸術・文化活動団体の支援や、活動の指導者となる人材の活用に努めます。 

◆活動の成果を発表する場や、市民が芸術・文化に触れる機会の提供を通して、市民の

芸術・文化に対する関心の向上に努めます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(4) 



第２章【施策の展開】 

53 

 

 

 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 芸術・文化活動団体の支援と地域の人材活用  
  

 ①助成金や情報提供などにより、芸術・文化団体の育成や担い手の確保を支援し、 

活動の活性化を促進します。 

 ②市内在住の芸術家など、芸術・文化活動の担い手の芸術・文化事業への参加促進 

に努めます。 

 ③わらび市民活動人材ネットつながるバンクの取り組みなどとも連携し、芸術・文 

化活動に寄与する人材の活用に努めます。 

 

２ 芸術・文化活動の環境づくり  
  

 ①蕨市文化祭や蕨市公募美術展覧会（市展）をはじめとした、芸術・文化活動の成 

果発表の場の充実を図るとともに、市民の自主的な活動をまちづくりに生かしま 

す。 

 ②市民会館や文化ホールくるる、市庁舎などを活用し、質の高い芸術・文化に触れ 

る機会の提供に努め、芸術・文化活動に対する市民の関心の向上に努めます。 

 

3 音楽によるまちづくり（わら音）の推進  
  

 ①蕨市民音楽祭などを通じて音楽によるまちづくりを推進し、身近に音楽に触れら 

 れる機会やイベントを通じてまちのにぎわいの創出に努めます。また、音楽情報 

を効果的に発信する方法を研究します。 

 

4 地域資源を生かした芸術・文化振興  
  

 ①地域の文化資源や河鍋暁斎の作品の魅力に触れる機会の充実に努めます。 
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蕨市は、江戸時代に中山道蕨宿として発展し、現在も当時の面影を伝える街並みや建造

物が残されています。 

また、幕末には、塚越村の高橋新五郎が英国製綿糸を使用した「二夕子織」を考案し、

明治期に改良された「双子織」は、その品質の良さから評判となり、蕨を代表する産業と

してその名を知られるようになりました。現在においては、機神社や機まつりなどからも

その歴史をうかがい知ることができます。 

 このように、蕨市に残る歴史・文化資源を継承していくために、歴史・民俗等に関する

資料の収集を進めていく必要があります。また、資料の調査・研究と整理を進め、その保

存を図るとともに、知識の普及啓発に取り組む必要があります。 

 

 

 

 

◆蕨市に残る歴史・文化資源の調査研究を進め、保存と活用を図ります。 

◆郷土を愛する心を育んでいくための事業を展開します。 

 

 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 歴史資料に関する調査・研究の推進  
  

 ①歴史民俗資料館を中心として、市内に残る歴史・民俗資料の調査研究と整理を進 

めるとともに、地域資料として重要なものを、市の文化財として指定していきま

す。 

 

２ 歴史民俗資料館における事業の充実  
  

 ①歴史民俗資料館における展覧会や講座を通じて、地域の文化財や郷土の歴史に触 

れる機会の充実に努めます。 

 ②さまざまな分野の芸術家との連携のもとで展示を行い、資料館の魅力向上に努め 

ます。 

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(5) 
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21世紀は「人権の世紀」であるといわれ、人権問題の解決に向け、さまざまな施策が展

開されています。その一方で、同和問題をはじめ、子供や高齢者への虐待、いじめ、ドメ

スティック・バイオレンス（ＤＶ）、性別や国籍などを理由とする差別や偏見、拉致問題な

ど、いまだに人権に関する問題・課題が残されています。さらに、インターネットを悪用

した中傷、ＬＧＢＴQなどに関する差別や偏見のほか、災害時における人権への配慮、また

ヤングケアラー対応といった新たな課題も顕在化しています。 

人権問題が多様化する中、差別のない明るい社会の実現を目指すために、お互いを尊重

する心を育み、市民の人権意識の更なる高揚を図ることが求められています。 

また、歴史を振り返ると、第二次世界大戦末期に、蕨市は３度にわたる空襲を受け、埼

玉県内では熊谷市に次いで２番目に大きな被害を受けました。戦争を二度と繰り返すこと

がないよう、昭和60年に「蕨市平和都市宣言」を制定し、その後、宣言から25年の節目と

なる平成22年に、蕨駅西口広場内に平和都市宣言塔を設置。また、平成27年には、戦後

70年と宣言から30年を機に、広島の被爆アオギリ二世の苗木を市民公園に植樹しました。 

こうしたことに加え、近年の国際情勢の緊張などを背景として、平和を願う声が高まっ

ていることから、戦争という事実・記憶を確実に次世代に伝え、平和の尊さについて考え

るとともに、平和を愛する心の醸成に取り組んでいく必要があります。 

 

 

 

 

 

◆学校教育の場においては発達段階に応じた人権感覚の育成に努め、また、社会教育の

場においては市民に対する各種教育・啓発活動を行い、人権意識の高揚を図ります。 

◆毎年８月を中心に平和事業を開催し、戦争の悲劇・平和の尊さを伝え、平和を愛する

心を育みます。 

 

  

 現状と課題 

 施策の方向性 

 

施策(6) 

【用語の説明】⇒ 75・76ページへ 
・LGBTQ ・ヤングケアラー 
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 施策の展開・主な取り組み 

 

１ 市民の人権意識の高揚  
  

 ①だれもが生きやすい社会の実現を目指し、さまざまな人権課題に対する市民の理 

解を深めるため、広報蕨や市ホームページ、ＳＮＳ、パンフレットなどさまざま 

な媒体や街頭啓発などの機会を活用し、周知・啓発活動に努めます。 

 

２ 人権教育の推進  
  

 ①インターネットを介した人権侵害やさまざまな人権課題などに対応しながら、小 

学校における人権の花運動や小・中学校における人権教室、人権作文の実施など 

を通じ、学校教育において、子供の発達段階に応じた人権感覚の育成に努めます。 

 ②人権について学ぶ講座や講演会、パネル展などを開催します。 

 ③男女共同参画及びジェンダー平等の意識に係る教育や学習の推進を図ります。 

 

３ 市民の平和意識の高揚  
  

 ①広報蕨や市ホームページなどを活用した周知・啓発活動に努めます。 

 ②コミュニティ委員会や社会教育関係団体等と連携し、平和コンサート、戦時中の 

食体験、講演会、パネル展などを継続的に開催し、市民の平和意識の高揚を図る 

とともに、市民の主体的な取組を支援します。 

 ③歴史民俗資料館では、開館以来の継続事業として、戦争の悲惨さと平和の尊さを 

考えるために毎年 7月～9月にかけて、平和祈念展を開催しています。 

 ④戦争の歴史を後世に伝えるため、関係資料の収集や保存に務めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用語の説明】⇒ 76ページへ 
・人権の花運動 

 


